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                研究日的
 脊椎動物における顎の進化を, 発生機構の変遷の歴史と してとらえ, 無顎類 (カワヤツメ胚)
 と顎口類 (ニワトリ胚) の顎骨弓の発生過程を比較することによって, 顎の形態変異をもたらし
 た遺伝子制御機構について考察す る。
                研究方法
 ニワトリ胚の予定顎前領域へ FGF8 および BMP4 をしみこませた ビー ズを移植 し, 神経堤間
 葉の特異化に関わる機能を検討する。 その際, 神経堤細胞の動態を探るために, DiI 微量注入を
 行い, 顎骨弓形成に必要な胚形態の成立機序について検討する。 カワヤツメ胚においては, 顎形
 成に関わる遺伝子群のオーソロー グである グループIP鋸 ファミリーに属する LグP砿9 の全長を
 単離す る。
                研究結果
 FGF8 を移植すると, 本来の顎前領域が顎のアイ デンティティを持つようになった。 一方,
 BMP4 を移植すると, 卿8 発現が消失し, 顎領域の大幅な欠失が起こった。 ヤツメウナギ胚の
 々 P砿9 は, 顎骨弓間葉を始めとし咽頭嚢や鼻下垂体板などに発現 し, 系統樹では脊椎動物にお
 ける P砿9 発現 ドメイ ンの進化上の移行段階に位置 していた。
                結論
 表皮外胚葉に発現する FGF8 は神経堤細胞に対 し, 顎の領域を付与する働きを持つ。 また,
 顎前領域から顎領域を区別する際に BMP4 も関与すると考え られた。 顎口類では 卿8 の下流に
 位置 し, 歯の形成に関わると考えられている P砿9 の, カワヤツメホモローダは, 同様に顎骨弓
 間葉に発現していた。 形態的に大きく異なる相同器官において同様の遺伝子カスケー ドが利用さ
 れている可能性があ る。
             研究の意義・独創的な点
 進化発生学の概念は, 比較形態学や古生物学からは解明できなかった進化過程の詳細について,
 発生を足がかりに解明するという斬新な方法である。 さらに, そこへ分子生物学を投入すること
 で, より実践的解明につながると考えられる。 顎口類において顎の形態形成に関与する遺伝子力
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 顎の成立は, 脊椎動物の進化の黎明期に起こった最大の発生事象の一つである。 重谷安代は,
 顎を持つ動物 (顎口類) としてニワトリを, 顎を持たない動物 (無顎類) としてカワヤツメ
 Lα肌ρθ翻α ノαρo痂α を選び, 形態, 遺伝子発現パターンの比較, および実験発生学的方法によ
 り, 顎の進化を考察している。 顎の進化を考える場合, まず, 頭部間葉のどの部分から顎が形成
 されるかを明らかにする必要があると考え, まずニワ トリ胚を用いて実験発生学的解析が行われ
 た。 分泌因子である FGF8 と BMP4 が頭部領域で相補的に発現しているが, FGF8 および
 BMP4 を染み込ませた ビーズをおく実験により, FGF8 は顎領域の形成に, BMP4 は顎前領域
 の形成に重要な働きをもっていることを明らかにした。 顎の原基となる顎骨弓は三叉神経領域の
 神経堤細胞により充填されるが, それら神経堤細胞は移動前にある程度発生運命が定まっている
 が, 最終的な運命は落ち着く場所で, FGF8, BMP4 等のシグナルを受けることにより決定され
 ることを明らかにした。
 顎口類においても無顎類において も, 咽頭胚期における顎骨弓の形態は大変よく似ているが,
 発生が進むと顎口類では顎骨弓から上下顎を生じ, 無顎類では上下唇と縁膜, 変態後には吸盤状
 の口と舌を形作ることにな る。 これらの違いを説明するため に, それぞれの顎および顎相同器官
 の形態形成を司る遺伝子群の比較を行った。 顎口類において顎形成に関わりのある遺伝子群のカ
 ワヤツメ相同遺伝子の単離を試み, そのう ち, P砿 ファミリー遺伝子群のグループ1に属する
 LグP砿1 のPCR 断片と 房P硯9 の全長をクローニングした。 このことから, カワヤツメ は Pα虹,
 Pαx9 と2つの グループ1 P∬ ファミリーを持っていることが明らかとなった。 このことを基に
 分子系統樹あるいは発現パター ンか ら想定される,P砿9 遺伝子の進化過程につ いて議論 した。
 重谷の研究は脊椎動物の進化上画期的な構造である顎の形成について実験発生学的, 比較発生
 学的に解析を行い, 博士の学位を授与するにふさわ しい結果を得ているものであ る。
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